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II. . 結果結果

■ DVDプレーヤー（DVDP）市場規模の増大
-米国:  900万 (’00) 1200万 (’01)
-欧州:  300万 (’00) 650万 (’01)

※ ’00を基準とした年間増加率は40%

■ 主要メーカーのマーケットシェアが拡大
激しい競争

-世界中のメーカー数: 44
-中国製DVDPの台頭によりコストと利益が減少

■ 新デザインによるコスト削減の究極の試み

’00    ’01   ’02    ’03 

3900万
3200万

［ 世界市場 ］
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1. CDレーザーダイオード(CD LD)
2. 格子構造(GT)
3. キュービックビーム分離器(CBS)
4. コリメーターレンズ(CL)
5. 対物レンズ(OL)
6. ディスク
7. DVDレーザーダイオード(DVD LD)
8. DVDビーム分離プレート(DVD BSP)
9. 非点収差レンズ(ASL)

10. 光検出器(PD)
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構成要素

番号 
有用機能 有害機能 注 

1 光源 平行方向と垂直方向で異な

る放射角 
 

2 CDトラッキング生成用の
二次スポット 

読取りスポットエネルギー

の減少 
 

3 光軸の回転 (→) 
ビームの分離 (←) 

光の損失(→と←の両向き) 
球状収差 

 

4 発散ビームの平行ビームへ

の変換 (→)  
平行ビームの収束ビームへ

の変換 (←) 

  

5 集光 (→) 
平行ビーム化 (←) 

システムへの光ノイズの混

入( → と ← の両向き) 
 

6 コード情報のキャリア 欠陥によるノイズの混入  

 
 

か 

構成要素

番号 
有用機能 有害機能 注 

7 光源 平行方向と垂直方向で異

なる放射角 
 

8 光軸の回転 

ビーム分離 
システムへの非点収差の

導入 

光の損失(→と←の両向き)
コマの混入 

 

9 ビームガーバライト補正  
BSPコマ補正 

  

10 光輝度の電気信号への変
換 

光学的ノイズの電気的ノ

イズへの変換 
 

 

■ TechOptimizerのプロダクト分析モジュールを使用



4

■ ASLのトリミング

■ DVD BSのトリミング
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■ DVD LDのトリミング

■ CD BSのトリミング
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■ アイデア創出のプロセス

- 各部分に対する有用機能と有害機能の分析

- CD LD と DVD LD の位置を変えることによるCBS(3)の通常BSでの代
替

- CDの位置を変えることによるASL(9)の部分的トリミングの試み

- CD BS の厚さ増大によるASL(9)の部分的トリミングの試み

- 新形状のBSによるASL(9)の完全なトリミング

- CL(4)の焦点距離調整によるASL(9)の部分的トリミングの試み

- DVD BS の CD BS との統合、DVD LD と CD LD の統合

- ２波長の光学路を統一するかわりにPDを追加

ソニー(HOE)や三洋(多層BS)とは別の方式

これらの企業は大きな心理的惰性に囚われていた

- OL(5)を変えることにより単一波長のLDを使用

- 次期システムは何か？ X構成要素
SELLINO

次期…

H
O

E
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II. TRIZII. TRIZの適用の適用
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ディスク

CD LD

GT CL

OL

BS

PD

DVD LD

DVD用の追加PD

二重波長
LD

■ キーワード: 有用機能、有害機能、X構成要素、トリミング

部品点数
: 38% 削減

生産性
: 38% 向上

信頼性
: 33% 向上

システムの理想性の向上
部品点数↓
信頼性↑ コスト↓

システムの理想性の向上システムの理想性の向上

部品点数部品点数↓↓
信頼性信頼性↑↑ コストコスト↓↓

レンズ数 6 4
LD数 2 1

調整箇所

: 13箇所 8箇所

結合箇所
: 38箇所 → 26箇所

総削減コスト
= $3.7/個 x 700万個/年 x 3年
≒$1億

総削減コスト総削減コスト
== $3.7/$3.7/個個 x 7x 70000万個万個//年年 x 3x 3年年
≒≒$1$1億億

特許

特許 13件
(米国 4件)
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ディスク

PDLD

X

■ 理想的究極解

- 次期システムはどうなるのだろう？

さあ、一緒に考えてみましょう
何がX構成要素になるでしょう…

III. III. 成功要因の分析成功要因の分析

■何故 “セルゲイ（Sergei）” なのか？ （彼はサムソン電子で採用された）

- 彼はロシア語ができた。それで、TRIZ専門家のヴァシリー（Vassili）と意思疎通できた

- 英語のTRIZ関連書籍は２０に及ぶが、ロシア語のものに比べて品質が劣る

- TRIZを適用するのに講義とセミナーだけで事足りるだろうか ?

- ソフトウェアツールの使い方を知っているだけで事足りるだろうか？

■そこでサムソンは独自にオンラインTRIZ教育プログラムを開発した


